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編集後記

●本会入会について

入会ご希望の方は、 上記の幹事会員・小野行雄まで、 ファックスまたはメ ー ルでご連絡ください。

●会報への投稿について

原則として、 WORD のデー タにして小野行雄にお送りください。

＊巳時計カタログ情報に関しましては、 沖允人にご連絡をお願いします。

〈表紙の写真〉 1日東方文化学院京都研究所の壁面日時計（昭和5年、 1930年製作）



































●会員情報
奥田治之氏は、 昨年イタリアのブレッシアで開催された第了回

国際日時計コンテスト(Le ombre de l tempo) に、 氏の独創的な球
体日時言tを出品され、 アマチュア部門第1位を受賞されだ。

6 月 23 日、 現地の古城で開催された授賞式にはご夫妻で出席さ
れ、 また、 沖允人ご夫妻も参加されて盛大に行われた。

翌日は遺跡などに案内されて、 温かい歓迎とブレッシアの街を
満0契された。 おめでとうございます！ （小野記）

Award: 
International Contest 
"Le ombre del tempo" 
("Shadows of Time") 

XII Edition 
Brescia, June, 23th 2013 
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●書籍情報
会員の方たちには先日お手元に届いたことと思いますが、 合回

沖允人氏が刊行された「太陽をめぐる日時計の旅」は、 氏の長年
に亘る大いなる研究の集大成です。

北は北緯了8度のスピッツベルゲソから、 南は南緯 43度のタス
マニアまで、 アジア・ヨ ー ロッパ・アメリカ ・ オ ーストラリアと
正に東奔西走した日時計の旅が語られている。

また、 本来本会がせねぱならない日本全国の巳時計リストや日
時計分類表も掲載され、 巳時計に対する氏の並々ならぬ情熱があ
ふれている。 （小野記）
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●総会情報
先巳お知らせしましたように、 次回の年次総会は宮崎県都城市で開催されます。 都城は現在スペイ

ンで活躍されております芸術家で本会会員の又木啓子氏の出身地です。 氏はスペインのクエンカや都
城に日時計を作っており、 ‘‘太陽＂ をキ ー ワ ー ドに、 日本・スペイン交流 400 年記念行事を推進する一

環として、 都城での日時計の会総会開催に向け関係方面との交渉等ご尺刀されています。
多くの会員の方の参加を願っております。 (I」1野記）

●編集後記
．昨年 10 月、 近江神宮での総会が開かれ、 会員の皆様のお顔を拝見gることができ、 ひと安心でした

が、 後藤会長の突然のこ逝去は何とも残念でなりません。 ご冥福をお祈り申し上げます。 （合掌）
• 本第 10 号は、 前回の9号に引き続きオンデマンド印刷の全頁4色刷りとしました。 合後もこのスタ

イルで

発

行の予定です。
・ なお、 会翰への投稿は随時受け付けております。 投稿される原稿や写頁はカラー で載りますのでよ

ろしくお願いします。 また、 WORDなどのデ ータでいただけますと助かります。
・合回、「江戸の日時計」コ ー ナ ー を開始しました。 さしあたり手元にある日時計から始めますが、 会

員の方で珍しい物をお持ちの方は是非ご投稿ください。 （小野記）
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ひどけい 10 号
編集担当

造形美術印刷

E3本日時計の会 押田榮一

小野行雄
2014 年 3 月 1 日（平成 26 年）






